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(1)学校長あいさつ 
(2)生徒会長あいさつ 
(3)教育活動について 
 ・教育課程 
 ・学校のきまり等 
(4)中学校生活・部活動について 
 (生徒会・各部による動画） 

〜休憩〜 
(5)家庭教育学級        
(6)PTA活動について 
(7)諸会計について 
(8)啓志式・メール登録等について 
(9)質疑応答 

１３：００〜１３：２０ 
１３：２０〜１３：２５ 

 
１３：３０〜 

 
 
 
 
 
 

１４：１０〜１４：２０ 
１４：２０〜 

 
 
 

１５：１０終了予定 
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１ 令和５年度豊里中学校 学校経営の基本構想 

 

 

２ 学校概要 

（１） 令和５年度 教職員数 

校長 教頭 教諭・講師 養護教諭 栄養教諭 事務職員 学校管理員 合計 

１ １ ２７ １ １ １ １ ３３ 

（２） 学校施設 

普通教室 １６クラス 
特別教室 理科室１．２、音楽室、美術室、被服室、調理室、木工室、図書室、ＣＡＩ室、学習相

談室 
豊武館 柔道部、剣道部の練習や、集会などで利用します。 
体育館 バスケットコートやバレーコートなどがあります。 

体育の授業や部活動、集会などで利用します。 
その他 保健室、多目的ホール、職員室、会議室、相談室などがあります。 

 

令和５年度つくば市立豊里中学校グランドデザイン

目指す生徒像

考える生徒
考えをもつ 多面的に考える 考えを表現する

認め合う生徒
よさを認め協力し合う 他人の痛みが分かる

挑戦する生徒
目標をもつ 粘り強く取り組む

ビジョン２０２３

表現力

安全・安心

ビジョン２０２３

連 携

●自ら学び表現できる意識の醸成

●生徒の視点や発想を生かし向上を目指す学級づくり 自治を重視した生徒会活動

●「豊里に生きる自分」を見つめるキャリア教育の充実 ～つくばスタイル科を軸として～

研鑽・信頼

ビジョン２０２３

教師力

●保護者、地域の声を反映した教育

～コミュニティ・スクールとの連携～

●学び続け、支え合う ～「和（輪）」をもって～

●ワークライフバランスを意識した勤務

校 訓
学校教育目標

組 織 目 標

『 自主 勤労 協和 』
自己を磨き、夢の実現を目指す生徒の育成

  〇「繋がり」を意識した教育活動の推進 〇教育大綱に基づいた授業改善

-2-



３ 豊里中学校の教育課程について 
 
（１） 日課表について 

① 始業について 
豊里中学校では始業時刻を８：１５としています。朝の会後、１時間目の授業の準備や教室移動を行

います。朝自習、読書タイムはありません。本校はノーチャイムで生活をしています。自ら時間を見て
自主的に行動できる生徒の育成をねらいとしています。 

② 授業について 
１コマが５０分で、午前中４時間、午後２時間を基本に授業を実施します。休み時間はそれぞれ１０

分で、業間休みはありません。 
 また、算数が数学に、図工が美術、家庭科が技術・家庭科と名称が変わるものがあります。小学校と
同様、理科や美術、技術・家庭、音楽の授業は基本的には特別教室に移動して行います。また、クラス
合同の授業(例：体育)もあります。時間割は年に数回変わります。 
 行事予定等によって、４５分授業の短縮日課になることもあります。 

③ つくばスタイル科(TS)について 
  学びを発信することで自分以外の他者とかかわり、実社会へ実現性のある提案ができることを目指
す発信型 PBL(Project Based Learning)学習を行うことで、つくば市の目指す『つくば２１世紀型能力』
の育成を目指しています。  

 
（２） 中学校の各教科の先生から 

教 科 内 容 

国語  小学校６年間で学習したことに加え、少し複雑な文章を読んだりしますが、小学校で
の学習と基本的な違いはありません。しかし、古典学習が始まったり、文法について系
統的に学習したりするようにもなります。 

社会  ７年生から８年生にかけて、地理的分野と歴史的分野の学習をします。9 年生では公
民の学習を中心に行います。資料・地図・年表などから様々な情報を読み取ったり、記
述したりすることが多くなります。社会の変化について関心をもち、興味をもって学習
に取り組んでほしいと思います。 

数学  算数から数学へと名称が変わります。７年生で学習する主な内容は、正の数・負の数
の計算、文字式と一次方程式、比例・反比例、平面図形と空間図形です。数学の学習内
容をしっかり身につけるには、自ら進んで学習に取り組むことが大切です。 

理科  小学校の学習内容を発展させ、観察・実験を行った結果から、自然現象を探究するこ
とを重視した学習になります。 

音楽  混声合唱、アルトリコーダーを中心としたアンサンブル、様々な音楽の鑑賞などを通
して、表現力や感受性を養う学習をします。 

美術  絵画やデザインなどの表現活動を中心に学習します。自らの創意工夫を生かして、自
由な発想を伸ばす表現活動と描写練習など、基礎的な表現について学びます。 

保健体育  保健に関する学習と体育実技を行います。７年生になっての年度初めには、自分の運
動能力や体力を把握するために体力テストを行います。 

技術・家庭  よりよい生活をしていくための知識や技術を学んでいきます。 
 技術分野では材料加工、エネルギー変換、プログラミング・計測制御、生物生成など
を、家庭分野では、食物・被服・保育・地域環境・消費者教育などを学習します。 

英語  自分のことや考えを簡単な英語で相手に伝えたり、相手の考えを英語で理解したりで
きることを目指します。ALT の先生との授業もあります。積極的に授業に参加し、日ご
ろから英語に親しむ習慣をつけてほしいと思います。 
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（３） 学力向上に向けて 
 

① 教育に対する考え方の転換  
２０２０年３月に、つくば市の教育の根幹となる「つくば市教育大綱」が策定され、教育の大きな方

向性の転換がはかられています。具体的には以下の通りです。 
〇「教え」から「学び」へ 
  一斉・一方向教育から個別・双方向の学びへ 
〇「管理」から「自己決定」へ 
  受動から能動へ 
〇「認知能力偏重」から「非認知能力の再認識」へ 
  知識偏重の教育から全人教育へ 
  ※認知能力とは「IQ」(知能指数)のように数値化できる能力のこと 
  ※非認知能力とは、「やる気」「最後までやり抜く気概」などのような数値で測れない能力のこと 
  ※全人教育とは、人間がもつ諸資質を、全面的かつ調和的に育成しようとする能力のこと 
これらを踏まえ、豊里学園では９年間の指導の方向性に一貫性をもたせています。興味・関心が高ま

るような学習課題の設定の工夫、ペアやグループでの協働的な学びなどを意識して学習を展開するよう
にしています。 

     さらに今年度は、単元全体を問題解決的に構成する授業に取り組み、 
     ○指示説明より問いかけ 
     ○ティーチングよりコーチング 
     の２点を意識した授業を展開していきます。 
 

② キャリア教育からの学力向上 
キャリア教育で身につけさせたい能力として、人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能

力、課題対応能力、キャリアプランニング能力があります。その中でも特に「課題対応能力」を意識し
ています。具体的には、課題発見・解決に向けての見通し、情報収集、解決策の他者への発信のような
流れで、課題に対応し解決できる能力の育成を目指しています。 

また、地域人材の活用も積極的に進めるようにしています。例年、様々な職業のエキスパートから話
を聞き、働く意義について学び、将来の進路について考えることをねらいとして、「ワークフォーラム」
を実施しています。 

 
（４） 本校独自の学力向上策について 

 
① 生徒が協働するための常時グループ活動の実施 

 今年度途中から、教室内で生徒が前を向いた一斉授業の形態から、常時グループでの活動を行うよう
に変更しました。各教科の課題に対し、個人で取り組んだり、グループで話し合ったりと、生徒が活発
に活動する様子が多く見られるようになりました。 
 

② 生徒が自ら学ぶための「課題」の工夫 
 各教科で行う授業では、昔ながらの講義型の授業はほとんど行っておりません。生徒自身が課題に対
する解答を探究し、仲間と協働しながら課題の解決を考えられるような授業を行うように心がけていま
す。 
 

③ 宿泊的行事と校外学習の実施  
７年生 ： 共同生活の中で達成感・成就感を味わう  

→ スキー宿泊学習（福島県猪苗代方面 ２泊３日） 
８年生 ： 校外学習（日帰り） 
９年生 ： 日本の歴史・文化の大切さを知る  

→ 修学旅行（京都・奈良方面 ２泊３日） 
     ※8 年生での活動は年度によって変更する可能性があります。 
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（５） 学校生活のサポート・定期教育相談について 
① 定期教育相談（二者面談） 

 各学期に１回、全生徒に対して担任教師と二者面談を実施し、学習や生活面での悩みごとの相談の機
会をもつようにしています。生徒個々の内面理解を図るように努めています。もちろん、これ以外にも
随時相談することができます。 

② スクールカウンセラーについて 
 市の施策として、生徒及び保護者を対象に、専門のスクールカウンセラーが月に数回来校しています。
希望すればカウンセリングを受けることが可能です。 

③ 校内フリースクール（ハートフル「S ルーム」）について 
     S ルームは、不登校や教室に入れない生徒が学校内で自由に過ごす居場所として整備されたものです。 
    S は Safe（セーフ）、Select（セレクト）、Special（スペシャル）、Support（サポート）、Space（ス 

ペース）の頭文字からつけられました。教室復帰ではなく、社会的自立を目指したり、時間割はなく、 
自主的な過ごし方と学び方ができたりするなどの特徴があります。「S ルーム」に登校すればその日は出 
席扱いになります。 
 

（６） 生徒会活動について 
   豊里中には多くの委員会があり、委員会ごとに生徒が自主的に活動しています。 
① 生徒が中心となって行う活動 

月 行事など 月 行事など 月 行事など 
４ 新入生歓迎集会 ８ リーダー研修会 １２ 生徒会役員選挙 
５ 生徒総会 ９ 体育祭運営協力、新人戦壮行会 １  
６ 市総体壮行会 １０ ゆたか祭運営協力 ２  
７ 体育祭結団式 １１ マナーアップ運動 ３ ９年生を送る会 

 
② 学級単位・団単位で行う活動 

・あいさつ運動 
・体育祭、ゆたか祭への参加 
 

③ 生徒実行委員が中心となって行う活動 
・体育祭実行委員  ・体育祭応援団  ・ゆたか祭実行委員  ・選挙管理委員会 
・修学旅行実行委員（９年）  ・校外学習実行委員（８年）  ・宿泊学習実行委員（７年） 
 

④ 委員会（常時活動）組織について 
委員会名 主 な 活 動 内 容 

生徒会本部 ・生徒会活動の全体を取り仕切る  
・生徒からの意見を収集し、それを取りまとめて施策に反映させる 

中央委員会 
学年委員会 

・生徒会役員と各委員会の委員長及び各学級の学級委員（代表１名）で組織 
・各学級の学級委員で組織 

生 活 ・マナーアップに関する活動、あいさつ運動、１分前着席の確認 など 
図 書 ・新刊図書受け入れ、昼休みの本の貸し出し、図書室の整理、学級文庫の整理整頓な

ど 
環 境 ・ゴミの収集や放送、清掃用具点検、落ち葉はき、机の整理整頓など 
緑 化 ・花壇整備、除草など 
保 健 ・健康診断補助、健康観察、トイレ・手洗い場の管理、給食後の歯磨き呼びかけなど 
給 食 ・配膳室管理、コンテナおろし、栄養指導など 
安 全 ・自転車安全点検、交通安全に関する活動・呼びかけ、ストーブの灯油の給油など 
広 報 ・校内新聞作成、掲示物の貼り替え、行事の取材及び記事の掲示など 
体 育 ・体育行事補助、体育用具管理、昼休みのボール貸し出しなど 
放 送 ・朝、給食、下校時の放送、行事での放送準備など 
福 祉 ・募金活動、福祉に関する情報発信など 
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（７） 令和５年度の主な行事 
月 行 事 
４ ・新任式 ・始業式 ・啓志式 ・新入生歓迎集会 ・身体測定 ・家庭確認  ・避難訓練 

・全国学力・学習状況調査（９年）  ・授業参観 ・学年懇談 ・心臓病検診 ・修学旅行
（９年） 
〇PTA 総会、教育振興会総会 
 

５ ・体力テスト ・内科検診 ・歯科検診 ・生徒総会 ・市陸上競技大会 
〇部活動保護者会議、PTA 合同専門委員会  
 

６ ・市総合体育大会 ・市水泳大会 ・１学期中間テスト ・定期教育相談（全学年） 
・薬物乱用防止教室 ・市総体壮行会  
〇PTA 奉仕作業、家庭教育学級（開級式） 
 

７ ・県南、県総合体育大会、県南水泳大会、県水泳大会 ・１学期期末テスト（技能教科） 
・つくば未来塾 ・職場体験（８年）・１学期期末テスト（英国数社理） 
〇夏季休業前授業公開、学年懇談会 
〇三者面談（全学年、夏季休業期間中） 

８ 〇灌水ボランティア 
 

９ ・体育祭  
〇PTA 奉仕作業 
・市新人体育大会、 

１
０ 

・１学期終業式、２学期始業式  
・県南新人体育大会 ・ワークフォーラム（８年） 
 

１
１ 

・実力テスト（７．８年） ・教育相談（７．８年） ・三者面談（９年） 
・２学期中間テスト（７．８年） ・学年末テスト（９年） ・ゆたか祭 
・校外学習（８年） 

１
２ 

・生徒会立会演説会及び選挙 ・保育実習（９年） 
〇冬季休業前授業公開、学年懇談会 
 

１ ・県学力診断のためのテスト（７．８年） ・教育相談（７．８年） ・三者面談（９年） 
・私立高等学校推薦入試、一般入試（９年）  
 

２ ・学年末テスト（７．８年） ・宿泊を伴うスキー共同生活学習（７年） 
・茨城県県立高等学校学力検査、特色選抜  
〇学年末授業公開、学年懇談会 
 

３ ・９年生を送る会 ・卒業式 ・修了式  
・合格発表（９年） 
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４ 中学校の生活について 
 【豊里中学校の生徒指導方針】 

〇生徒一人一人が楽しく、充実した学校生活が送れるように、保護者、地域の皆様とともに、子どもたちの健

全な成長の支援をする。 

〇自己決定力を伸ばし、将来、自分の夢や希望を叶えるための資質・能力の育成を図る。 

 

（１）  服装・身だしなみについて 

① 制服        

※新制服パターンＡ、Ｂ、または旧制服パターンC、Dのいずれかを選択します。 

※旧制服パターンC、Ｄの選択は令和6年度（現6年生）、令和7年度（現5年生）まで可能です。     

（ア）パターンA  

○冬服  ・本校指定のブレザー（男女兼用、左開襟部に学年色を 

表す胸章を着用）、スラックス 

      ・白ワイシャツ 

      ・本校指定のネクタイ、またはリボン 

      ・寒い時にはブレザーの下にセーター、またはベストの 

着用可（黒、紺、茶、ワンポイント可） 

○夏服  ・白ワイシャツ、本校指定のボトム 

      ・本校指定のネクタイ、またはリボン（状況によって着脱） 

（イ）パターンB  

○冬服  ・本校指定のブレザー（男女兼用、左開襟部に学年色を 

表す胸章を着用）、スカート 

         ・白ワイシャツ 

          ・本校指定のリボン、またはネクタイ 

・寒い時にはブレザーの下にセーター、またはベストの 

着用可（黒、紺、茶、ワンポイント可） 

○夏服  ・白ワイシャツ、本校指定のボトム 

          ・本校指定のネクタイ、またはリボン（状況によって着脱） 

（ウ）パターンC 

○冬服  ・標準学生服（黒の詰襟型、襟カラーはハード型、ソフト型 

いずれも可）、標準学生ズボン 

      ・白ワイシャツ 

      ・寒い時は学生服の下にⅤネックのセーター、ベストの着 

用可（黒、紺、茶、ワンポイント可） 

         〇夏服 ・黒地学生ズボン（標準型）                            

               ・白ワイシャツ 

(エ)パターンD 

〇冬服 ・本校指定セーラー服 

・ジャンパースカートまたはスラックス  

ただし、スカート丈は膝が見えない長さ 

            ・寒い時は下にⅤネックのセーター、ベスト、または白ワ 

イシャツ、ブラウスの着用可（黒、紺、茶、ワンポイント可） 

〇夏服  ・プリーツスカートまたはスラックス 

       ただし、スカート丈は膝が見えない長さ 

      ・上着は白ブラウス、白ワイシャツを着用する 
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（ア） 防寒着 

冬季の登下校時はコート（スクールコート、ダッフルコート、ピーコート）、ウインドブレーカー、ネッ

クウォーマーを着用してもよい（ベンチコート、ダウンジャケットは不可）色は黒、紺。茶、グレー、白

系統とし、派手でないもの 

（イ） その他 

・ワイシャツやブラウスの下には、白地の肌着を着る 

 体育用半袖シャツや白地（ワンポイント可）シャツでもよい 

・天候や体調に合わせて、各自が着脱衣を調節する 

 本校には衣替えはありません。 

 

② 靴・靴下について 

（ア） 下履き 

・白または黒を基調とした運動靴とする 

（イ） 上履き 

・本校指定のもの（教室・体育館兼用） 

・令和６年度７年生は黄色ライン 

（ウ）靴下 

      ・白、黒、紺、グレーの単色のもの 

      ・ワンポイントは可 

 

③ 体育時の服装について 

〇 本校指定のジャージ上下 

〇 本校指定の半袖Ｔシャツ、ハーフパンツ 

〇 それぞれに名札を付ける 

 

④ 頭髪について 

○ 安全で、学習活動に支障のない髪型とする。（男女共通） 

《詳細》 

＊地毛と違う色にはしない。また、パーマをかけたり、剃りこみ（文字・模様など）をしたりしない。 

＊登下校時は、ヘルメットを正しく着用できる髪型とする。 

＊必要に応じてピンやヘアゴムを使用する（先生方からの指示がある場合もある）。ただし、華美なピンやヘア 

ゴムは使用しない。 

＊ムース、ジェル、ワックス等の整髪料は使用しない。 

   《マナー》 

   ・身だしなみを整えるのに、他人に迷惑をかけない。 

   ・ピンやヘアゴムは持ち歩くようにする。 

   ・《詳細》についてよく考えて身だしなみを整える。 

 

（３）持ち物について 

① バッグはリュック、スクールバッグ、どちらか、または併用して利用することができる  

② 学習活動に不必要なものは持ってこない。（携帯電話、腕時計の持ち込みは許可制です） 

③ 所持品には名前を書く。 

④ バッグは色が派手でなく、教室のロッカーに入るものとする。 

   《参考》教室の生徒用ロッカーサイズ…縦２５ｃｍ、横３６．５ｃｍ、奥行３８ｃｍ 
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（４）通学について 

   ① 自転車通学は、通学許可の下りた自転車（入学後配付するステッカーを貼る）で、ヘルメット、タスキを着用

し、交通ルールを順守して通学する。 

② 通学用自転車は次のとおりとする。 

○色、変速ギアの有無については特に指定しない 

○ハンドルはセミアップ型あるいはオールランダー型とする。 

○荷台があり、両立スタンドで、ベルがついていること。 

○防犯登録がされており、後輪カバーに学校指定のステッカーが貼ってある。 

   ③ 通学時はリュックのみでもよい。ただし、リュックは背負う。スクールバッグは荷台に荷ひもで固定 

する。 

        

 

 

 

 

 

 

 

〈通学用自転車〉 

 

ＴＳマーク（保険・点検）の加入をお勧めします。 

      自転車保険への加入もご検討ください。 

 

 

〈参考〉 
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５ 部活動について 
１ ねらい 

生徒の多様なニーズに応えながら、スポーツや文化及び科学などに親しませ、学習意欲の向上や責任感、

連帯感の育成を図るとともに、自主的・自発的な活動を通して、社会性や自律的な態度を育て、健全な豊里

中学校生としての人づくりを目的とする。 

 

２ 部活動の種類 

以下の１５の部活動（運動部１２、文化部３）を開設する。 

（1） 運動部 

野球部 、サッカー部 、男女バスケットボール部 、男女バレーボール部 、男女卓球部 

男女ソフトテニス部 、柔道部 、剣道部 

（2） 文化部 

吹奏楽部 、美術部 、環境科学部 

  ※部活動によっては、クラブチームとして体育館開放を利用しているところもある。 

 

３ 入部・退部・転部 

（1） 入部 

 入部届は、入部する際に提出し、退部するまで有効とする。 

（2） 退部・転部 

退部・転部の手続きは、保護者、担任・顧問の先生と相談して行う。 

 

４ 練習 

（1） 朝の練習について 

   朝の練習は実施しない。 

（2） 平日の練習について 

   帰りの会終了後から、完全下校時刻１５分前まで行うことができる。活動時間は上限２時間。 

（3） 土曜日・日曜日及び月曜日・木曜日について 

  ① 土曜日・日曜日はいずれかを１日休養日とする。活動時間は上限３時間。土曜日・日曜日両日とも活動

した場合、休日に休養日を振り替える。 

  ② 休日に、練習試合や大会などにより、休日の１日の上限を超えて活動を実施した場合、他の休日に休養

日を振り替える。ただし、公式大会などにおいて上位大会に進出し、上位大会が直後の１か月以内に控え

ている場合に限り生徒の心身の疲労回復の状況を確認したうえで平日に休養日を振り返ることも可とする。 

  ③ 平日の大会等参加により、１日の上限を超えて活動を実施した場合も週の上限の範囲内となるよう活動

時間を調整する。(週の上限 11時間) 

  ④ 月曜日・木曜日は活動を行わない日とする。 

⑤ 練習で、弁当・飲み物等を要する場合は以下の点に注意する。 

   ・ 登校途中に買わないこと。 

   ・ ゴミはすべて持ち帰ること。 

   ・ 菓子類は絶対に持参しないこと。 
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（4） 完全下校時刻について ※完全下校とは、全ての生徒が学校敷地から出ること 

  ① 完全下校時刻は、日没時間を考慮して表１のように定める。 

  ② 部活動終了時刻は、完全下校時刻の１５分前を基本とする。完全下校時刻を厳守する。 

  ③ 学校外での練習も、学校の完全下校時刻を厳守する。 

表１ 完全下校時刻 

月 活動終了時刻 完全下校時刻  月 活動終了時刻 完全下校時刻 

４ １７：４５ １８：００  10 １６：４５ １７：００ 

５  

１７：４５ 

 

１８：００ 

 

 11 １６：２０ １６：３５ 

６  12 １６：２０ １６：３５ 

７  １ １６：３０ １６：４５ 

８ １６：００ １６：１５  ２ １６：４５ １７：００ 

９ 

１７：１５ 

１７：００ 

１７：３０ 

１７：１５(新人大会後) 

 ３ １７：１５ １７：３０ 

  ７年生 ４月仮入部（１７：００下校） 

５月正式入部（１７：３０下校） 

  ※４・5月の 7年生部活動終了時刻を早める場合は、各部顧問で申し合わせ、下校時の防犯に配慮する。 

（5） 練習停止について 

  ① 定期テスト３日前、実力テスト１日前から、休みとする。 

  ② 学校行事や教育的活動、コロナウイルス感染症、インフルエンザの流行などの場合は、休みとする。 

③ 下校時刻が守れない部活動は、部活動主任の判断の下、一定期間停止奉仕活動とする。 

  ④ 部活動のねらいから著しく外れた部活動は、一定期間停止または、奉仕活動とする。 

（6） 活動場所について 

  ① 活動場所は、表２のように定める。 

  ② 活動場所が使用できない場合は、教室・廊下等の使用を認める。（事前の確認をすること） 

   表２ 活動場所 

活動場所 部活動  活動場所 部活動 

グラウンド 野球部、サッカー部  音楽室 吹奏楽部 

ﾃﾆｽｺｰﾄ、交流ｾﾝﾀｰ 男女ソフトテニス部  美術室 美術部 

外バレーコート 男女バレーボール部  理科室 環境科学部 

卓球場 男女卓球部  豊武館剣道場 剣道部 

体育館 
男女バスケットボール部 

男女バレーボール部 

 
豊武館柔道場 柔道部 

（7） 部活動練習の服装について 

  ① 体育着、または各部でそろえたものとする。 

  ② ウインドブレーカーは、使用してもよい。（色：白、黒、紺、茶、グレー。又は各部でそろえたもの） 

  ③ 特殊な帽子、ランニング、ソックス等の使用は、原則として避ける。どうしても必要な場合は、学校長

及び全職員の了解を得る。また、使用は活動時に限る。 

 

５ 大会参加について 

  校長及び顧問は、大会参加について、特に、公式大会以外の地方大会等について精選する。参加する大会 

は、総合体育大会・新人体育大会を含め、１か月あたり１大会程度とする。 

(文化部におけるコンクールや作品展などについても同様) 
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６ ９年生と７年生の部活動について 

（1） ９年生 

・ 活動は総体までとし、総体後は生徒それぞれの進路の準備に全力を注ぐ。 

（2） ７年生 

・ ４月第３週の学校が定めた適切な期日を入部届け〆切日とし、〆切日前の提出も認める。それまでは仮

入部とする。入部届けを顧問が受理し、学校長が認めた場合に正式入部となる。 

・ 仮入部中の土・日の活動は、原則として認めない。 

 ※ 各部活動で、新 7年生の体力及び部活動内の事情を考慮して行う。 

 

７ 保護者会について 

本校の部活動の多くに保護者会が存在する。保護者会の活動内容としては、下記のようなものがある。 

・ ５月頃   新入部員の保護者との顔合わせ会 

・ ６月    総体の応援 

・ ３年引退後 保護者会総会（新会長選出等） 

・ ９月    新人戦の応援 

・ ３月    引退試合等 

・ 練習試合や各種大会の車での送迎。 

 

８ その他の留意事項 

（1） 毎月、活動計画表を家庭に配付する。なお、変更等があった場合は、生徒を通して連絡する。 

（2） 帰りの会終了時刻を厳守し、部活動練習時間の確保に努める。 

（3） 部活動終了後、用具の後始末の徹底を図る。 

（4） 休校日は、原則として校舎内に入れない。（吹奏楽部、美術部、環境科学部を除く） 

(5)  地域移行に関しては、市と連携してエリア型（隣接中学校区）で検討を進めている。 

 (6) 年間活動計画・月間活動計画・月間活動実績を学校ホームページへ掲載し公表する。 
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６ 諸会計費の徴収方法について 
本校では金銭紛失などを未然に防ぐため、諸会計費の納入を指定の金融機関からの口座振替によって集

金させていただいております。 

 

【指定金融機関について】 

指定金融機関 常陽銀行 筑波銀行 

銀行振替手数料 

※徴収金額の他に別途発生 

５５円 

 

５５円 

 

登録方法 Web 登録（※１） 預金口座振替依頼書（※１）に記入 

提出・登録について 
２月２日（金）までに 

登録をお願いします。 

２月２日（金）新 7 年生説明会受付に提出 

※説明会を欠席する等、提出ができない場合

は２月１５日（木）までに豊里中まで郵送

または持参をお願いします。 

（※１）登録用書類については、１月１7 日ごろに小学校をとおして事前に配布させていただいております。登

録用紙がお手元に届いていない場合や、異なる金融機関を希望される場合は、説明会終了後に事務担当者まで

お知らせ下さい。TEL ０２９－８４７－２３０７ 

 

【振替について】 
令和６年度の初回引き落としは ５月７日（火）を予定しております。 

その他詳細につきましては、４月下旬にお知らせを配付いたしますので、そちらでご確認をお願いいたします。 

 

（参考）金額内訳 

※下表は令和５年度の内容です。現在令和６年度に向けて集金額、引き落とし回数を検討中ですので、内容に

変更が生じる場合があります。参考資料としてご覧ください。  

集金の種類 月額 振替月 備考 

教育振興会費 ６００円 ６～７月 
６００円×6 ヶ月分（3、600 円）×2 回 

※1 家庭 1 口の集金となります 

学年費 年額）２３，５００円 ５～7 月 
学習教材だけでなく、名札など入学準備

用品も含みます。 

生徒会費 ５０円 ５～7 月 50 円×4 ヶ月分 （200 円） ×３回 

体育活動費 １３０円 ５～7 月 130 円×4 ヶ月分 （520 円） ×３回 

PTA 会費 ３００円 ５～7 月 
300 円×4 ヶ月分 （1200 円）×３回 

※1 家庭 1 口の集金となります 

スポーツ振興

センター掛金 
４６０円 5 月のみ  
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期日 令和６年４月９日（火） 

場所 豊里中学校 体育館 

日程 【受付】（時間） １２：５０～１３：１０    

       （場所） 新入生受付（昇降口前） 保護者受付（体育館前） 

※当日は、７年生は保護者同伴にて来校をお願いします。 

※１３：１０～１３：４５ ７年生学級活動 

【入場】             １３：５５～１４：００ 

【啓志式】            １４：００～１５：１０ 

【第 7 学年 PTA 結成（保護者）】 １５：１５～１５：５０   ※体育館にて 

【下校】            １６：００  

７ PTA 活動について 
PTA 活動における各委員会名及び内容（令和４年度の例です。） 

 

（１） 本部役員 

役職名 人数 仕 事 内 容 

会長 1 名 保護者と学校との調整・連絡役 

副会長 3 名 会長の補佐 

書記 若干名 運営委員会での書記、PTA 本部発行文書の作成 

会計 若干名 PTA の予算と決算の作成、予算の管理、次年度の会計監査  

幹事 若干名 運営委員会の運営、進行 

 

（２） 専門委員会（人数については、今後変更となる場合もあります。） 

委 員 会 名 活 動 内 容 

学年委員会 

（学級数×2 名） 

・学年または学級の運営を円滑にするための活動を行う。 

・7 学年は家庭教育学級の企画・運営。 

・PTA 懇談会の司会・進行。 

・学校・学年行事の援助活動。 

研修委員会 

（学級数×1 名） 

・会員研修会の企画・運営。 

・学校・学年行事の援助活動。 

福祉厚生委員会 

（学級数×2 名） 

・会員相互の福祉厚生活動。 

・ベルマーク収集。 

・学校・学年行事の援助活動。 

体育委員会 

（学級数×1 名） 

・体育祭への協力。 

・学校・学年行事の援助活動。 

広報委員会 

（学級数×2 名） 

・PTA 広報誌の発行。 

・学校・学年行事の援助活動。 

生活指導委員会 

（学級数×1 名） 

・祇園祭巡回。 

・朝のあいさつ運動。 

・学校・学年行事の援助活動。 

（３） 専門委員会の選出について 

８．９年生に関しては学年末懇談会で、７年生に関しては、啓志式後に選出します。 

８ 家庭教育学級について 
※別紙参照 

９ その他 
豊里学園啓志式（豊里中学校入学式）について 
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